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１月のおはなし会 

１月１１日（土） 

１４：００～１４：３０ 

『おせち』 

～絵本･紙芝居～ 

（研修室・幼児～小学生） 

１月２１日（火） 

１０：３０～１０：５０ 

『美味しいね 食べましょう』 

～絵本･ふれあい遊び～ 

（おはなしの部屋・赤ちゃん～） 

日 時 ：①１２月４日（水）１０：３０～１１：３０ 

  マイページの登録など 

  ②１２月４日（水）１４：００～１５：００ 

  図書の検索、予約、延長など 

  ③１２月１１日（水）１０：３０～１１：３０ 

  電子書籍の使い方 

※各回内容が異なります。 

※いずれか一つの受講でも可能です。 

会 場 ：新屋図書館 研修室 

参加費 ：無料 

定 員 ：先着各回１０名 

申込み ：１１月８日（金）１０：００～ 

映画鑑賞会、市民文化講座の申込み先： 

新屋図書館カウンターまたは電話（８２８－４２１５） 

令和６年１２月２９日(日)から 

令和７年１月４日(土)まで 

秋田市立図書館の 

全館が休館します。 

新年は、５日(日)１０：００から 

開館します。 
 

市民文化講座 

スマホで図書館のサービスを使ってみよう 

映画鑑賞会 

『異動辞令は音楽隊！』 

出 演 ：阿部寛 清野菜名 ほか 

日 時 ：１２月１４日（土） 

  ①１０：３０～１２：３０ 

  ②１４：００～１６：００ 

会 場 ：新屋図書館 研修室 

参加費 ：無料 

定 員 ：先着各回３０名 

申込み ：１２月４日（水）１０：００～ 

１２月７日（土） 

１４：００～１４：４５ 

『ふんわり ほんわり ぬくぬく』 

～絵本･紙芝居～ 

（研修室・幼児～小学生） 

１２月１０日（火） 

１０：３０～１０：５０ 

『ふんわり ほんわり ぬくぬく』 

～絵本･手遊び～ 

（研修室・赤ちゃん～） 

１２月は特別なおはなし会 

冬のスペシャルおはなし会 



 
 
 

 

實川廣司写真集 東北地方の湯治場【一九七〇‐一九七九年】 

實川 廣司／著 

日本リアリズム写真集団出版局  請求記号 ７４８ （ 写真集 ） 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

これ１冊でわかる！蔦屋重三郎と江戸文化 

伊藤 賀一／著 

Ｇａｋｋｅｎ 請求記号 ２８９ツ  （ 出版文化 ） 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

やさしくわかる！ 

文系のための東大の先生が教えるブラックホール 

吉田 直紀／監修 

ニュートンプレス 請求記号 ４４３．５  （ ブラックホール ） 
 
  

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

やらなくてもいい宿題 謎の転校生 算数バトル編 

結城 真一郎／作 

主婦の友社  請求記号 ９１ユ  （ 読み物 ） ※小学校高学年むき 
 
 

 

 
 

 

  
 

 

 
 

 

 転校生のナイトウさんは、何を聞いても「内緒」とこたえる謎めいた女

の子。数斗はクラス委員の役目として、彼女と仲良くなるきっかけを作ろ

うとしますが、なぜか算数で対決することに…。算数の天才と言われてい

る数斗は、彼女が出す難問を解くことができるでしょうか？ 

新 刊 案 内 

 

 今から５０年ほど前の、東北地方の湯治場の日常風景を収めた写真集。

秋田県からも蒸ノ湯、後生掛などの各温泉、そして、そこに集う人たちの

様子が掲載されています。中でも湯治場でくつろぐ人たちの笑顔が強く印

象に残ります。日本独特の湯治文化にふれることができる１冊です。 

 強大な重力であらゆるものを飲みこんでしまうブラックホール。そんな

恐ろしい天体はどのようにしてできたのか？もし飲み込まれてしまったら

どうなってしまうのか？本書は、その謎や正体について、イラストや宇宙

観測画像を交え、対話形式でわかりやすく解説しています。 

 江戸の出版界をリードした蔦屋重三郎。その波瀾万丈な人生を周辺の重

要人物とともに辿ります。葛飾北斎、喜多川歌麿、東洲斎写楽らを見出し

育てたその人材育成法や危機管理法も紹介。江戸の人々の心を掴んで離さ

なかった「粋」な人物像とプロデュース力に目を見張ります。 

Kyougaku  



 

 
 

 

 
 

 

 

書   名   じゃんけんぽん 
 

著 者 名  せな けいこ 

出 版 社  鈴木出版 

所   蔵  明徳、新屋、土崎、河辺、雄和、フォンテ 

請求記号 Ｅセ  （ 絵本 ） 
   
  

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

書   名  今日もひとり、ディズニ－ランドで 
 

著 者 名  ワクサカ ソウヘイ 

出 版 社  イースト・プレス 

所   蔵    新屋 

請求記号 Ｆワ （ 小説 ） 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

図書館員のおすすめ本 

 ディズニーランドが舞台の物語。仕事もせ

ず、寝てばかりいた主人公。ふとしたきっかけ

で、「新しい自分を探そう…！」と思い立ち

『夢と魔法の王国』へ１人で通いはじめます。

様々なエリアに足を踏み入れたり、アトラクシ

ョンに乗ったり…。ディズニーランドを回る中

で、新しい自分を模索していきます。夢の国と

現実で葛藤しながらも、少しずつ自分や家族、 

友だちとの関係を見つめ直す様子に、胸を打た

れ、つい応援したくなりました！ 

そしてラストには夢や希望に満ち溢れたシー

ンが…！「１人ディズニー」をきっかけに、人

生を前向きにしていく物語。もしかすると、あ

なたもちょっとしたきっかけで新しい自分を見

つけられるかもしれません。笑って、泣ける素

敵な１冊です。 

 おひさまとくもが、「じゃんけん ぽーん」

くもがかちました。くもはおおよろこびでゆき

をふらせます。ゆきだるまをつくっているこど

もたち。おはな
．．．

は、じゃんけんで、にんじんに

きまりました。おやおや…うさぎがやってき

て、ゆきだるまと「じゃんけん ぽーん」うさ

ぎのかち。ゆきだるまのお
．
はな
．．

は、みかんにな

りました。うさぎは、たのしくてよふかしをし 

ていると、おつきさまがやってきて、うさぎと

「じゃんけん ぽーん」。かったおつきさま

は、うさぎのねがおにひとあんしん。ゆっくり

そらにうかんでいると…こんどはだれと「じゃ

んけんぽん」？じゃんけんがいっぱいのぐるぐ

る話。 

こどもたちといっしょに、じゃんけんをしな

がら楽しみたい絵本です。 



 

新屋は、醸造の街。 

新屋図書館には、酒の 

資料コーナーがあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、あなたへ  …年越し準備… 

 

図書館員のひとりごと 

 「七味
し ち み

五悦
ご え つ

三会
さ ん え

」という江戸時代の風習をご 

存知でしょうか？大晦日に今年食べた美味しい

もの７つ、楽しかったこと５つ、素敵な出会い

３つを家族で語り合いながら過ごすというもの

です。これが全部揃えば１年間良い年だったと

喜び合ったと言われています(諸説あります)。

昔の人は粋な年越しをしていたんですね。今年

は｢七味五悦三会｣で１年を振り返ってみません

か？ 

 今年の冬は厳しい寒さが予想されています。

何かと気忙しい毎日ですが体調を崩さないよう

十分ご留意下さい。２０２５年もどうぞよろし

くお願いいたします。        （Ｓ）               

 

 

 

 

ワインの産地といえば、フランスやイタリア、チリなどが有名です

が、ウクライナワインを召し上がったことはありますか？実はウクラ

イナでもワイン造りが盛んだそう。最近はワインを通じて復興を支援

したいという動きもあり、輸出量が増えているようです。 

ウクライナワインの輸入会社「株式会社アンナ」のオーナーで代表

のアンナ・ヴァシナさん曰く、ウクライナワインは独自のユニークな

アロマがあり、味わいのバランスが良く、綺麗でスッキリしていると

のこと。また、お刺身や天ぷらなど日本料理にピッタリなんだそうで

す。入手できたら試してみてはいかがでしょうか。 

 今年も残すところ１か月を切りました。新しい年を迎えるために、なにかと忙

しい年末年始。そんな時期に役立つ本を紹介します。 

 『マネしたい！みんなのお掃除のコツ・ワザ・知恵』（洋泉社）は、キッチンや

リビングなど場所ごとのお掃除のコツから、おすすめのお掃除用具や洗剤まで、年

末の大掃除の助けになる１冊です。 

『きちんと祝いたい新しいおせちとごちそう料理』（堤 人美／著 朝日新聞出

版）は、黒豆や数の子などの伝統的なおせち料理を、今どきの味付けにアレンジし

たレシピを掲載。また、お酒に合うおつまみやデザート、特別な日に食べるごちそ

うなど、１年中使えるレシピ集です。 

『子どもといっしょが楽しい おうち歳時記』（メイツ出版）は、四季折々で楽

しむ季節の行事を解説。１月は初詣や伝統的なお正月遊びなどが紹介されていま

す。１年をとおして、素敵な思い出を作るヒントが満載です。 

寒さが厳しくなる季節、体調に気をつけて良い年末年始をお過ごしください。 

記事になったお酒の話題あれこれ …ウクライナワイン… 

 

 

【参考資料】 

月刊たる 

２０２４年１０月号 

先日、実家の犬の健康診断にいってきまし

た。年齢１２歳、犬の中ではもうおじいちゃん

なので病気や何かがあってもおかしくないよな

…、と覚悟して臨みましたが結果はなんと…… 

とっても健康でした！！！！！ 
同年代の犬に比べると諸々の数値も良く内臓も

綺麗とのことでまずは一安心です。 

 ところでうちの犬は柴犬。柴犬と言えば自立

心が強く飼い主以外にはそう簡単に心を開かな

いと言われていますが、病院ではいつもデレデ

レ、見ず知らずの人にまで笑顔を振りまき撫で

させるしまつ。病院スタッフの間では「柴犬で

はない疑惑」浮上中みたいです（笑） （Ｓ） 


